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２．分別・収集体制素案 

１）可燃ごみ 

現状の分別区分及び処理体制と、調整の方向性、統一案を下表に示します。名称と排出内容を調整・統一します。 

表 1.1 可燃ごみの分別区分及び収集体制 

 

 

表 1.2 可燃ごみの調整の方向性及び統一案 

検討項目 調整の方向性 統一案 

分別区分の名称 名称が異なっている。両市町とも「可燃」という言葉を用い

ていることから、「可燃ごみ」に統一する方向で検討する。 

可燃ごみ 

排出内容・ルール プラスチック製容器包装（上尾市）は、新たに分別する。 プラスチック製容器包装を除く

可燃物（可燃ごみ）と同様 

排出方法（容器） 両市町とも透明・半透明袋であるため、調整不要。 透明・半透明の袋に入れて排出 
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２）不燃ごみ 

現状の分別区分及び処理体制と、調整の方向性、統一案を下表に示します。 

表 2.1 不燃ごみの分別区分及び収集体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.2 不燃ごみの調整の方向性及び統一案 

検討項目 調整の方向性 統一案 

分別区分の名称 可燃ごみと対比させ、「不燃ごみ」に統一する方向で検討する。 不燃ごみ 

排出内容・ルール ガラス（上尾市）は、ビン類の資源化を促進するため、不燃

ごみとして排出することに変更する。 

小型家電（伊奈町）は、収集方法等を検討中。 

小型家電（伊奈町）を除く金属・

陶器（不燃ごみ） 

排出方法（容器） 両市町とも透明・半透明袋であるため、調整不要。 透明・半透明の袋に入れて排出 
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３）飲料缶・スプレー缶 

現状の分別区分及び処理体制と、調整の方向性、統一案を下表に示します。 

表 3.1 飲料缶・スプレー缶の分別区分及び収集体制 

 
 

表 3.2 飲料缶・スプレー缶の調整の方向性及び統一案 

検討項目 調整の方向性 統一案 

分別区分の名称 名称が異なっている。具体的な品目がイメージできる名称とするこ

とが望ましいため、「飲料缶・スプレー缶」に統一する方向で検討す

る。 

飲料缶・スプレー缶 

排出内容・ルール 両市町とも同じ内容・ルールであるため、調整不要。 両市町の現状のとおり 

排出方法（容器） 両市町とも透明・半透明袋であるため、調整不要。 

上尾市では、スプレー缶と飲料缶を別の袋に入れて排出しているた

め、新資源化施設の処理形式に併せて決定するように検討を進める。 

透明・半透明の袋に入れて排出 
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４）ペットボトル 

現状の分別区分及び処理体制（第３回検討会議資料）と、調整の方向性、統一案を下表に示します。 

 

表 4.1 ペットボトルの分別区分及び収集体制 

 

 

表 4.2 ペットボトルの調整の方向性及び統一案 

検討項目 調整の方向性 統一案 

分別区分の名称 両市町とも同じ名称であるため、調整不要。 ペットボトル 

排出内容・ルール 両市町とも同じ内容・ルールであるため、調整不要。 【ルール】PETマークのついているもの 

※両市町の現状のとおり 

排出方法（容器） 両市町とも透明・半透明袋であるため、調整不要。 透明・半透明の袋に入れて排出 
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５）ビン 

現状の分別区分及び処理体制と、調整の方向性、統一案を下表に示します。現在の伊奈町の分別区分及び収集体制に統一する方向で検

討し、新資源化施設の処理形式と併せて調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5.1 ビンの分別区分及び収集体制 

 

表 5.2 ビンの調整の方向性及び統一案 

検討項目 調整の方向性 統一案 

分別区分の名称 資源化を促進するためビンのみを透明ビンと色付ビンに

分けて分別することから、現在伊奈町にて使っている名称

「透明ビン・色付ビン」に統一する方向で検討する。 

透明ビン・色付ビン 

排出内容・ルール 割れガラス及び鏡（上尾市）は、不燃ごみとして排出する

ことに変更する。 

現状の伊奈町の内容のとおり 

 

排出方法（容器） 両市町とも透明・半透明袋であるため、調整不要。 透明・半透明の袋に入れて排出 
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６）紙類・布類 

現状の分別区分及び処理体制と、調整の方向性、統一案を下表に示します。 

 

表 6.1 紙類・布類の分別区分及び収集体制 

 
表 6.2 紙類・布類の調整の方向性及び統一案 

検討項目 調整の方向性 統一案 

分別区分の名称 名称が異なっている。住民にわかりやすい名称にするた

め、「紙類・布類」に統一する方向で検討する。 

紙類・布類 

排出内容・ルール 牛乳パックは、上尾市では拠点回収、伊奈町では古紙・古

着として収集しているが、収集及び処理工程に大きな影響は

ないことから、調整不要。 

現状の両市町の排出内容のと

おり 

排出方法（容器） 両市町とも紙類は品目ごとに紐で束ねるため、調整不要。 品目ごとに分けて紐で束ねる 

（布類・古布は未定） 
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７）プラスチック製容器包装 

現状の分別区分及び処理体制と、調整の方向性、統一案を下表に示します。 

表 7.1 プラスチック製容器包装の分別区分及び収集体制 

 
 

表 7.2 プラスチック製容器包装の調整の方向性及び統一案 

検討項目 調整の方向性 統一案 

分別区分の名称 「プラスチック製容器包装」とする。 プラスチック製容器包装 

排出内容・ルール 現在の伊奈町の排出内容・ルールを適用する。 【ルール】プラマークのついているもの 

・ペットボトルのキャップ・ラベル 

・洗剤等の容器 等 

排出方法（容器） 現在の伊奈町の排出方法（容器）を適用する。 透明・半透明の袋に入れて排出 

※ただし、国の方針に併せてプラスチック製品を分別する場合は、柔軟に対応する。 
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８）牛乳パック 

現在の上尾市の拠点回収は継続し、両市町で調整・統一しないものとします。 

 

表 8.1 牛乳パックの分別区分及び収集体制 

 
 

表 8.2 牛乳パックの調整の方向性 

検討項目 調整の方向性 

分別区分の名称 牛乳パックは、上尾市では拠点回収、伊奈町では古紙・古着として収集している

が、現在の分別・収集体制を継続する方向で検討する。 排出内容・ルール 

排出方法（容器） 

収集方法（集積所等） 

収集回数及び混載の有無 
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９）蛍光管・水銀計・電球 

現在の上尾市の拠点回収は継続し、両市町で調整・統一しないものとします。 

 

表 9.1 蛍光管・水銀計・電球の分別区分及び収集体制 

 

 

表 9.2 蛍光管・水銀計・電球の調整の方向性 

検討項目 調整の方向性 

分別区分の名称 蛍光管・水銀計・電球は、上尾市では拠点回収、伊奈町では拠点回収

と併せて蛍光管・水銀計・電球として収集しているが、現在の分別・収

集体制を継続する方向で検討する。 

排出内容・ルール 

排出方法（容器） 

収集方法（集積所等） 

収集回数及び混載の有無 
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10）廃乾電池 

現在の上尾市の拠点回収は継続し、両市町で調整・統一しないものとします。 

 

表 10.1 廃乾電池の分別区分及び収集体制 

 

 

表 10.2 廃乾電池の調整の方向性 

検討項目 調整の方向性 

分別区分の名称 上尾市では「有害ごみ」として拠点回収し、伊奈町では拠点回収と併せ

て「廃乾電池」という名称で収集しているが、現在の分別・収集体制を継

続する方向で検討する。 

排出内容・ルール 

排出方法（容器） 

収集方法（集積所等） 

収集回数及び混載の有無 

 



11 

 

11）ライター 

現在の上尾市の拠点回収は継続し、両市町で調整・統一しないものとします。 

 

表 11.1 ライターの分別区分及び収集体制 

 

 

表 11.2 ライターの調整の方向性 

検討項目 調整の方向性 

分別区分の名称 上尾市では「ライター」として拠点回収し、伊奈町では拠点回収と併せて

「ライター」として収集しているが、現在の分別・収集体制を継続する方向

で検討する。 

排出内容・ルール 

排出方法（容器） 

収集方法（集積所等） 

収集回数及び混載の有無 
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12）粗大ごみ 

現状の分別区分及び処理体制と、調整の方向性、統一案を下表に示します。 

表 12.1 粗大ごみの分別区分及び収集体制 

 
表 12.2 粗大ごみの調整の方向性 

検討項目 調整の方向性 

分別区分の名称 両市町とも同じ名称であるため、調整不要。 

排出内容・ルール 上尾市では「60cm×30cm×30cmを超えるごみ」、伊奈町では「45ℓのポリ袋

の口が結べない大きさのごみ」としている。「不燃ごみ」の規定と併せて、統

一する。 

排出方法（容器） （該当なし） 

収集方法（集積所等） 両市町とも個別有料収集または自己搬入であるため、調整不要。 

収集回数及び混載の有無 両市町とも申込制であるため、調整不要。 
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13）小型家電 

現状の分別区分及び処理体制と、調整の方向性を下表に示します。 

表 13.1 小型家電の分別区分及び収集体制 

 

表 13.2 小型家電の調整の方向性 

検討項目 調整の方向性 

分別区分の名称 上尾市は拠点回収と含めて、令和３年７月から小型家電の集積所回収を開

始している。伊奈町においては、小型家電の取扱を調整中であるため、継続

して検討する。 

排出内容・ルール 

排出方法（容器） 

収集方法（集積所等） 

収集回数及び混載の有無 

  


